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目的： 

先行研究において、アレルギーと貧血の関連が指摘されているが、縦断的な検討は限られている。本研究では、子どもの２歳時

点のアレルギーと３歳時点の貧血との関連を明らかにすることを目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査参加者のうち、単胎児 80,943 名を対象とし、２歳時点のアレルギーと３歳時点の貧血データを用いて、関連を調べ

た。アレルギーの有無は、２歳時点の調査票の回答もしくは保護者の申告か医師の診断による症状の有無から判断した。貧血に

ついては、２歳時以降３歳時点までの医師による診断の有無について、保護者の調査票で確認した。 

 

結果： 

交絡因子で調整後、２歳時点の喘息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、食物アレルギーは、いずれ

も３歳時点の貧血と有意な関連が認められた。病態に関わらず、２歳時点でいずれかのアレルギーがあることは、３歳時点の貧

血と関連した（オッズ比 1.80、95%信頼区間 1.41-2.29）。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究の結果は、アレルギーはその後の貧血の危険因子であることを示唆している。研究の限界としては、１）アレルギーと貧血

は質問票から得られた情報であり、２）無症状の貧血児が正常児として扱った点、３）統計モデルには他の重要な交絡因子を含め

ていなかった点、等が挙げられる。 

 

結論： 

エコチル調査の全体調査参加者の解析結果から、２歳時点のアレルギーは３歳時点の貧血の発症と関連があることが分かっ

た。 

 


